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まちかど HOT ★ニュース いま街角で一番輝いてい
る話題をお送りください。

ビリヤード・税の作文・書道でさわやか市民賞

　4 月 8 日、加西交通安全協会は交通事故を防ぐため、市内の
新１年生へランドセルカバーを寄贈しました。北条東小学校の
入学式では、同協会の本岡博文事務局長が新入生代表の石田陸
さんへ手渡しました。カバーの配布は 20 年以上続けられてお
り、小学校と特別支援学校の 12 校 268 人に配布しました。石
田さんは「カバーを付けて学校に行くのが楽しみ」と話しまし
た。

事故防止へ　新１年生にランドセルカバー贈る

　太平洋戦争末期、網引駅付近の旧国鉄北条線（現北条鉄道）
に飛行訓練中の戦闘機が不時着し、列車が脱線転覆して 74
人が死傷した事故から 80 年目を迎えました。3 月 31 日に
慰霊祭が行われ、参列者の 1 人で当時、姉と一緒に事故列
車に乗っていた吉

よしおか
岡文

ふみまろ
麿さん（加東市）は「平和がいつまで

も続いてほしい」と語りました。

旧国鉄北条線　列車脱線事故慰霊祭

　3 月 22 日、健康福祉会館で子育て世代の健康づくりの推
進として、子どもと一緒にニュースポーツを体験するイベン
トを開催し、市内外から 20 人が参加しました。元ヴィクト
リーナ姫路の吉岡可奈さん、坊

ぼ う の
野明

あ か り
里さんと一緒に、ストレッ

チ、エクササイズ、ボッチャ、アジャタ、モルックで汗を流
しました。

親子がニュースポーツで汗流す

▲左から山内さん、荒木さん、高橋市長、金澤さん

▲アジャタを楽しむ参加者ら

▲平和を祈り慰霊碑の前で手を合わせる参列者

▲本岡事務局長と新入生代表の石田さん
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五穀豊穣を祈願　北条節句祭り

　4 月 5 日、6 日に北条節句祭りが住吉神社とその周辺で盛
大に開催されました。氏子たちは豪華な化粧屋台の練り合わ
せを披露し、華麗な「龍王舞」や古式ゆかしい巫女姿で奉納
される「浦安の舞」、平和を祈願する儀式である「鶏合わせ」
などの神事を行いました。訪れた多くの観衆を魅了する祭り
となりました。

▲新しくなった横尾地区の化粧屋台＝住吉神社

　4 月 11 日、市と包括連携協定を締結している兵庫県信用
組合から、北条東小学校にベルマーク約 2 万点を寄贈いた
だきました。同組合の宮本輝吉支店長は「子どもたちの教育
環境整備に役立ててほしい」と話しました。ベルマークは、
学校備品（サッカーボール・一輪車など）に交換し活用いた
します。

ベルマーク寄贈　兵庫県信用組合から北条東小へ

▲宮本支店長、北条東小学校別府校長

　北条鉄道では、3 月 16 日と 23 日に「アニソン列車」が
運行され、60 人が乗車しました。司会のお兄さんと一緒に
アニメソングを歌い、おでんの入ったお弁当を食べながら、
北条町駅から粟生駅間 13.6㎞を往復しました。オリジナル
グッズがもらえるじゃんけん大会も行われ、参加者は「知っ
ている曲があって楽しかった」と笑顔を見せていました。

北条鉄道　「アニソン列車」初運行

▲アニメソングで車内が盛り上がる

　金
かなざわ

澤蒼
あ お い

生さん（日ノ本学園 3 年）に、さわやか市民賞と文化・
スポーツ振興賞賜金を贈呈しました。金澤さんは、第 24 回
全日本ジュニアナインボール選手権大会で準優勝、日本代表
としてアジア選手権と世界選手権に出場、ともに 3 位に入
賞しました。「今年は世界大会で優勝を目指して頑張りたい」
と意気込みを話しました。

　山
やまうち

内莉
り こ

瑚さん（小野高校 2 年）にさわやか市民賞を
贈呈しました。山内さんは、令和 6 年度の税に関する
作文で国税庁長官賞を受賞。作文は、母親との会話をきっ
かけに、予防接種費などに使われる税金が社会を支えて
いると気づかされたことを書いたもの。「税金はマイナ
スの印象があるけれど、与えられる面もあることにも気
づいてほしい」と話しました。

　荒
あ ら き

木香
か ず は

瑞華さん（富田小 4 年）にさわやか市民賞を
贈呈しました。荒木さんは第 92 回全国書画展覧会で広
島県知事賞を受賞。日々練習を積み重ねた結果、この賞
のほか、令和 6 年度中に県内の書道展で県知事賞、第
15 回全国学生防災書道展で文部科学大臣賞を受賞。目
標は、「書道を共に頑張るお兄さんを超えること」と話
しました。

税に関する作文で国税庁長官賞 書道で広島県知事賞

ビリヤードのアジア・世界選手権で 3位

　市内の手芸愛好家（河内すみれ会）5 人が制作した手芸作
品が、羅漢寺内のミニギャラリーで 4 月 30 日まで展示され
ました。着物をリメイクした作品を 1 年かけて計 60 点を制
作したもので、同会代表の髙見尚子さん（河内町）は「今年
で 3 回目の開催。これからもずっと続けていきたい」と話
しました。

着物の生地で手芸作品　羅漢寺ミニギャラリー

▲手芸作品を鑑賞している様子

　4 月 13 日、古法華寺（西長町）で「古法華春祭り」が開
催されました。日本最古の石仏で国指定重要文化財に指定さ
れている古法華石仏の公開や、地元の小・中学生が巫女と
なった「清めの行列」、多聞寺住職の読経、山伏の「護摩供養」
などが行われました。参加した巫女たちは「巫女の良さが伝
わるよう華やかに務めたい」と話しました。

重要文化財の石仏と共に　古法華寺の春祭り

▲巫女５人による「清めの行列」


